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A. 研究目的
中枢感作の進行した片頭痛症例を簡便に

同定できる Sensitized migraine screener
を開発し，その妥当性を検討する．また，片
頭痛病態の中心的な役割を果たす神経伝達
物質 CGRP を標的にしたモノクローナル抗
体ガルカネズマブ治療により片頭痛の中枢
神経感作が改善するかどうかについて検討
する 

B. 研究方法
片頭痛症例の臨床データを用いて CSI

(central sensitization inventory)スコア 40
点以上の症例同定が可能な Sensitized 
migraine screener を開発する．また，CSI
問診票による中枢感作有無をゴールドスタ
ンダードとして，富永病院頭痛センター通
院中の片頭痛 200 例に対して Sensitized 
migraine screener による中枢感作症例同
定との比較を行い開発した screenerの妥当
性を検討する．ガルカネズマブの中枢神経
感作への影響は 20 歳以上 65 歳までの片頭
痛患者に対して，治療前，治療開始３ヵ月後
および６ヶ月後に中枢感作の評価を行う．
（倫理面への配慮）
倫理審査委員会で承認された説明文書を用
いて十分に説明し，参加の同意を取得する． 
(進捗状況) 
screener 開発は令和３年２月１０日倫理委
員会承認．現在，screener 作成中である．
ガルカネズマブの中枢神経感作は令和３年
４月１４日倫理委員会承認．現在，富永病院
頭痛センター72例，静岡赤十字病院 50例，
甲南医療センター約 10 例の登録を行った． 
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研究要旨  
研究要旨片頭痛症例の臨床データを用いて CSI(central sensitization inventory)

スコア 40 点以上の症例同定が可能な Sensitized migraine screener を開発する．ま
た，ガルカネズマブにより片頭痛の中枢神経感作が改善するかどうかについて検討
する．
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